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【公益目的事業１】

事 業 名 長寿社会啓発事業
（高齢者糖尿病予防対策推進事業含む)

事業開始年度
広く県民各層に対し，長寿社会関係の様々な情報

平成元年度
事業目的 を提供することにより，長寿社会の諸問題への取り

組みについての意識の高揚を図る。

１ 内容

区 分 対 象 等 数 量 規 格 等 内 容 等

①地域社会各種グループ等で
活躍している高齢者の紹介

事 ②(公財)とくしま“あい”ラ
ンド推進協議会の事業案内・
実績報告

③高齢者に関心の高い或いは
情 報 誌 一 般 県 民 4,200部 役立つ問題をテーマにした特

A4版48頁 集
｢いのち輝く｣ 関 係 機 関 ×３回 夏号…ご存じですか「ワール

ドマスターズゲームズ2021」
業 秋号…考える糖尿病 適切な運

動と食べる楽しみ
春号…どこまでもチャレンジ
地域の活力 阿波の女性達

④高齢者を対象とした各種催
し等の紹介等

※ 販売冊数 ４０８冊

実 公益財団法人とくしま“あい”
ランド推進協議会の事業概要

ホームページ 一 般 県 民 一式 書き換え
①訪問サイト件数 109,613件

公益財団法人とくしま“あい”
Ａ４版 ランド推進協議会の事業概要

パンフレット 一 般 県 民 1,000部 等のパンフレットを各種事業
績 ３つ折り において参加者等に配布し，

啓発を行った。

各種講座等において，とくし
長寿社会憲章 一 般 県 民 1,000部 Ａ４版 ま長寿社会憲章の普及を行っ

た。
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【公益目的事業１】

事 業 名 徳島県健康福祉祭開催事業

高齢者だけではなく，世代を超えた幅広い分野から
事業開始年度

事業目的 の参加者のふれあいと交流により，互いの理解を深め
平成６年度

「ぬくもりと活力のある長寿社会」づくりについてと

もに考え，県民が一体となって取り組んでいくための

契機とする。

１ 大会名

第２３回徳島県健康福祉祭（2017とくしまねんりんピック）

２ 開催地

徳島市 他

３ 期 日

平成２９年１０月２１日（土）を中心として
事

４ 共 催

関西マスターズスポーツフェスティバル実行委員会

５ 協 賛

（株）阿波銀行，（株）徳島銀行，ＪＡグループ徳島

６ 後 援

各報道機関
実

７ イベント体系図

総 合 開 会 式

第 健康関連イベント スポーツ交流大会 テニス
二 ソフトテニス
十 ソフトボール
三 ゲートボール

績 回 美 術 展 ペタンク
徳 福 祉 ・ 生 き が い 弓道
島 剣道
県 関 連 イ ベ ン ト グラウンド・ゴルフ
健 文 化 交 流 大 会 ソフトバレーボール
康 ウォークラリー
福 太極拳
祉 サッカー
祭 ターゲット・バードゴルフ

健康，福祉・生きがい ノルディックウォーク
小学生の作文・絵コンクール ウオーキング

共 通 イ ベ ン ト ネイチャーゲーム
業 ディスコン

吹矢
８ イベント内容等 パークゴルフ

ラダーゲッター
(1) 総合開会式等・スポーツ交流大会・文化交流大会 カローリング

① 対象者 囲碁
将棋

６０歳以上の者 かるた
健康マージャン

② 日程等

総合開会式【１０月２１日（土）：ｱﾐﾉﾊﾞﾘｭｰﾎｰﾙ（体育館）ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ】

南部サテライト大会【１０月７日（土）：那賀川河川敷明見グラウンド】

西部サテライト大会【１０月１４日（土）：美馬市吉野川河畔ふれあい広場】
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スポーツ・文化交流大会

区分 種 目 開催日 開 催 場 所 参加者数

テ ニ ス 11/ 4 徳島県南部健康運動公園 ３７
11/25 ＪＡバンク蔵本公園テニスプラザ ５２

ソ フ ト テ ニ ス 11/ 3 大神子病院しあわせの里テニスセンター ４８

ソ フ ト ボ ー ル 9/3,9/24 徳島市民吉野川北岸運動広場 １５９

ゲ ー ト ボ ー ル 10/ 1 徳島市吉野川南岸吉野川大橋下 ５２
事 10/ 9 那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センター ６８

10/11 美馬橋下ゲートボール場 ９０
ス

ペ タ ン ク 10/26 石井町前山公園グラウンド ４２

弓 道 10/22 徳島県立中央武道館弓道場 ２６
ポ

剣 道 9/23 松茂町第二体育館 ３９

グラウンド・ゴルフ 10/ 7 那賀川河川敷明見グラウンドド ４２１
｜ 10/14 美馬市吉野川河畔ふれあい広場 ３５５

10/21 鳴門・大塚スポーツパーク ３５４
業

ソフトバレーボール 10/29 徳島県立障がい者交流プラザ ７４
ツ

ウォークラリー 10/21 鳴門・大塚スポーツパーク ７０

太 極 拳 11/ 3 ろうきんホール １０９
交

サ ッ カ ー 10/ 8 鳴門・大塚スポーツパーク ７５

ターゲット・バードゴルフ 11/ 3 北島町親水公園ゆとり多目的芝生広場 ４２
流

ノルディックウオーク 8/11 つるぎ町見ノ越駐車場
実 ６９

10/28 三好市保健センター ほか
10/1 美波町日和佐公民館 ４２

大 11/3 大麻比古神社第二駐車場 ２４

ウ オ ー キ ン グ 10/ 7 那賀川河川敷明見グラウンド ６２
10/14 美馬市吉野川河畔ふれあい広場 ２９

会 10/21 鳴門・大塚スポーツパーク １５

ネイチャーゲーム 10/11 阿南市羽ノ浦健康スポーツランド ３７
10/13 徳島市中央公園 ２１
10/14 四国三郎の郷 ２７

績 デ ィ ス コ ン 10/ 7 （旧）小松島市立坂野中体育館 ７４
10/14 阿波市吉野スポーツセンター ７３
10/21 鳴門・大塚スポーツパーク ９

吹 矢 10/ 1 吉野川市上浦公民館 ７
10/22 松茂町防災型地域交流ｽﾍﾟｰｽにぎわい ２１

パ ー ク ゴ ル フ 10/14 美馬市吉野川河畔ふれあい広場 ８１
10/21 藍住町河川敷運動公園パークゴルフ場 ４３

ラダーゲッター 9/16 鳴門市市民会館 ６３
10/ 1 阿波市吉野スポーツセンター ６１
11/ 2 那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センター ６７

カ ロ ー リ ン グ 9/24 板野町健康の館 １０２
11/19 勝浦町民体育館 ７８

囲 碁 10/21 徳島県立総合福祉センター ５５

文 将 棋 11/ 5 徳島県立総合福祉センター ３２

化 か る た 10/22 内町ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ・ｱﾐｺ館 ９

健康マージャン 10/28 徳島県立総合福祉センター ４０

計 3,254

③ 表 彰
上位入賞者（チーム）に対し，表彰状と記念品を贈った。

④ その他
各スポーツ等競技団体に主管団体として大会運営を依頼した。
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(2) 美術展

① 対象者

５９歳以上（昭和３４年４月１日以前生まれ）の者（アマチュアに限る）

② 日 時

平成２９年１２月１６日（土）９：３０～１６：００

平成２９年１２月１７日（日）９：３０～１６：００

③ 場 所

あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）大展示室（徳島市藍場町２丁目）

④ 出品作品数及び審査結果

文化・芸術関係の有識者８人による審査会を開催し，１２月１７日（日）の表

彰式において，入賞者に対し表彰状と記念品を贈った。

事
出品数 審査結果・入賞者数（名）

区 分
（点） 知事賞 議長賞 金 賞 銀 賞 銅 賞 計

絵 日 本 画 ９ １ １ ２

洋 画 ２０ １ １ １ １ ４

画 小計 ２９ ２ ２ １ １ ６

彫 刻 ３ １ １ ２
業

陶 芸 ９ １ １ １ ３
工

木 竹 ２ １ １

芸 手 工 芸 ３０ １ １ １ ２ ２ ７

小計 ４１ ３ ２ ２ ２ ２ １１

書 ４８ １ １ １ ２ ５ １０

写 真 ２５ １ １ １ ２ ５
実

合 計 １４６ ７ ６ ６ ８ ７ ３４

※ 出品者のうち，最高齢者(95歳)に対し最高齢者賞（書の部）を贈った。

⑤ 来場者数

延べ４００人

⑥ その他

入賞作品（規格内）は「第３１回全国健康福祉祭とやま大会」における美術

展に出品する。

徳島県老人クラブ連合会に主管団体として運営を依頼した。

(3) 小学生の作文・絵コンクール

績 ① 対象者

県内の小学校に在籍する児童

② 募集区分

区 分 作 文 絵

両親，家族等身近な人が６５歳
テ ー マ 敬老，高齢者とのかかわり等

になったときの想像図

画用紙四つ切り(540㎜×381㎜)
応募規程 ４００字詰め原稿用紙３枚以内

画材自由(クレヨン,水彩,色鉛筆等)
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③ 募集結果及び審査結果

県内の福祉，報道，教育，行政の有識者９名による審査会を開催し，優秀賞及

び佳作を決定した。なお，表彰式を１２月１７日（日）にあわぎんホールで行い，

入賞者に賞状と記念品を贈った。

審 査 結 果
区 分 応募点数 応募学校数

事 優 秀 賞 佳 作

作 文 １，３９０点 ５０校 ２名 ８名

絵 １６２点 ３９校 ２名 ８名

計 １，５５２点 ８９校 ４名 １６名

業 ④ 絵の展示

作文の入賞作品及び絵の全作品の展示を行った。

日 時

平成２９年１２月１６日（土）９：００～１６：００

平成２９年１２月１７日（日）９：００～１６：００

場 所

あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）特別展示室

来場者数

延べ４００人

⑤ 作品集の発行

実 平成３０年１月に入賞作品を集めた作品集（1,000部）を発行し，各小学校等に

配布した。

績
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【公益目的事業１】

事 業 名 ○新 関西シニアマスターズ大会開催事業

「ワールドマスターズゲームズ２０２１関西」の 事業開始年度
開催を契機とし，生涯スポーツの機運を高め，その

事業目的 レガシーを継承していくため，関西のスポーツ愛好 平成２９年度
家が参加できる新たな中・高年層のスポーツ交流大
会を創設し，その第１回大会を徳島県で開催した。

１ 大会名

第１回関西シニアマスターズ大会（2017とくしまねんりんピック）

※第２３回徳島県健康福祉祭東部大会にあわせて実施

２ 開催地

鳴門・大塚スポーツパーク（鳴門市） 他
事

３ 期 日

平成２９年１０月２１日（土）～２２日（日）

◎２１日（土）は，雨のためテニス・ソフトテニスが中止

◎２２日（日）は，台風21号の影響で全ての競技が中止

４ 主 催

業 関西広域連合，徳島県，とくしま“あい”ランド推進協議会

５ 共 催

関西マスターズスポーツフェスティバル実行委員会

６ 競技種目・参加者等

種 目 開催日 開 催 場 所 参加者数

実 鳴門・大塚ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ
総 合 開 会 式 10/21 －

ｱﾐﾉﾊﾞﾘｭｰﾎｰﾙ（体育館）ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

鳴門・大塚ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ
卓 球 10/21 １２５

ｱﾐﾉﾊﾞﾘｭｰﾎｰﾙ（体育館）ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

鳴門・大塚ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ
サ ッ カ ー 10/21～（22） ９８

ﾎﾟｶﾘｽｴｯﾄｽﾀｼﾞｱﾑ（陸上競技場）

鳴門・大塚ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ
グラウンド・ゴルフ 10/21 １５０

第二陸上競技場
績

ゲ ー ト ボ ー ル 10/21 鳴門・大塚ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ 球技場 １６４

鳴門・大塚ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ
デ ィ ス コ ン 10/21 ９２

ｱﾐﾉﾊﾞﾘｭｰﾎｰﾙ（体育館）ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ

テ ニ ス （10/21～22） JAﾊﾞﾝｸ蔵本公園テニスプラザ －

ソ フ ト テ ニ ス （10/21～22） 大神子病院しあわせの里ﾃﾆｽｾﾝﾀｰ －

計 ６２９

※ 開催日の（ ）内の日は，台風等の影響で中止となった日
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【公益目的事業１】

事 業 名 全国健康福祉祭への選手等派遣事業

全国健康福祉祭に本県の高齢者を派遣することに 事業開始年度

事業目的 より，参加者の自立意識の高揚等を図るとともに， 平成２年度

「ぬくもりと活力のある長寿社会」づくりに寄与する。

１ 大会名

第３０回全国健康福祉祭あきた大会（ねんりんピック秋田２０１７）

２ 開催地

秋田県秋田市他

３ 派遣日程

平成２９年９月９日（土）から９月１２日（火）まで（４日間）

４ 派遣種目等
事

区分 種 目 会 場 地 派 遣 人 数 募集方法 推 薦 団 体

卓 球 横 手 市 １チーム ８名 推薦 県 卓 球 協 会
ス

テ ニ ス 秋 田 市 １チーム ６名 推薦 県 テ ニ ス 協 会
ポ

ソ フ ト ボ ー ル 由利本荘市 １チーム 14名 推薦 県ソフトボール協会
｜

ゲ ー ト ボ ー ル 大 館 市 ２チーム 10名 推薦 県ゲートボール協会
業 ツ

ペ タ ン ク 潟 上 市 １チーム ３名 推薦 県ペタンク連盟
交

ゴ ル フ 秋 田 市 １チーム ３名 推薦 県 ゴ ル フ 協 会
流

マ ラ ソ ン 鹿 角 市 3･5･10㎞ ５名 公募 －
大

弓 道 秋 田 市 １チーム ６名 推薦 県 弓 道 連 盟
会

剣 道 由利本荘市 １チーム ５名 推薦 県 高 齢 剣 友 会

グラウンド・ゴルフ 大 仙 市 － ６名 推薦 県グラウンド･ゴルフ協会

ﾗ ｸ ﾞ ﾋ ﾞ ｰ ﾌ ｯ ﾄ ﾎ ﾞ ｰ ﾙ 男 鹿 市 １チーム 15名 推薦 県ﾗｸ゙ ﾋ゙ ﾌーｯﾄﾎ゙ ｰー ﾙ協会

ふ サ ッ カ ー 秋田市･にかほ市 １チーム 17名 推薦 県サッカー協会
れ
あ ソフトバレーボール 大 館 市 １チーム ７名 推薦 県ソフトバレーボール連盟
い
ス ウ ォ ー ク ラ リ ー 仙 北 市 １チーム ５名 推薦 県レクリエーション協会

実 ポ
｜ 太 極 拳 秋 田 市 １チーム ７名 推薦 県武術太極拳連盟
ツ
交 軟 式 野 球 能代市･藤里 １チーム 15名 推薦 県 軟 式 野 球 連 盟
流 町 ･八峰町
大
会 ダ ン ス ス ポ ー ツ 秋 田 市 １チーム ８名 推薦 県ダンススポーツ連盟

マ レ ッ ト ゴ ル フ 能代市･三種町 １チーム ４名 推薦 県マレットゴルフ協会
績

パ ー ク ゴ ル フ 東成瀬村 １チーム ４名 推薦 藍住町パークゴルフﾌ協会
美馬市パークゴルフﾌ協会

文大 囲 碁 能 代 市 1チーム ３名 推薦 日本棋院県支部
化
交会 健 康 マ ー ジ ャ ン 北秋田市 1チーム ４名 推薦 県健康マージャン
流 推進実行委員会

合 計 － 155名 － －

・スポーツ交流大会では，団体で卓球が，個人ではマラソンが
特 記 事 項 それぞれ優秀賞を受賞した。

・ふれあいスポーツ交流大会では，軟式野球が優勝し，ソフト
バレーボール，ウォークラリーが優秀賞を受賞した。

・文化交流大会では，個人で囲碁が優秀賞を受賞，美術展の書
の部で県知事賞と銅賞を果たした。

５ 後援

徳島県，徳島県教育委員会，（社福）徳島県社会福祉協議会，（公財）徳島県老人

クラブ連合会，（公財）徳島県体育協会，（ＮＰＯ）徳島県レクリエーション協会



- 8 -

【公益目的事業２】

事 業 名 シルバー大学校の開講事業

高齢者が生きがいを持って豊かな高齢期を創造で 事業開始年度

事業目的 きるよう能力の再開発を支援するとともに，地域福 昭和５６年度

祉を推進するリーダーを養成する。

１ 対象者

６０歳以上の者で学習意欲があり，卒業後は地域社会活動の指導にあたる意欲がある者

２ 就学期間等

(1) 期 間 約１年間（平成２９年６月８日から平成３０年３月１２日まで）

(2) 授業日数 年間３０日

３ 入学金・授業料等

事 (1) 入学金 無料

(2) 授業料 年間５，０００円（※実習等に要する材料費等は，別途実費負担）

４ 設置講座等

定 員 入学者数 卒業者数 運営
学 校 名 主な学習場所 コース等

(名) (名) (名) 方法

歴史文化 ３０ ３０ ２８

園 芸 ３０ ３０ ２９
業

食品加工 ２５ ２５ ２５

芸 術 １５ １５ １１
直

徳島県立総合 健 康 ２０ ２０ １９
徳 島 校 教養科目

福祉センター ＩＣＴ① ２５ ２５ ２３
営

ＩＣＴ② ２５ ２５ ２３

韓国語会話 １０ １０ ７

実 中国語会話(初級) １０ １０ １０

中国語会話(中級) １０ １０ １０

防 災 ２０ ２０ １９

鳴門・大塚ス 食品加工 ２４ ２４ ２３
鳴 門 校 教養科目

ポーツパーク Ｉ Ｃ Ｔ ２６ ２６ ２５ 市

小松島市総合 総 合 ２５ ２６ ２３ ・
小松島校 教養科目

福祉センター 園 芸 １０ １１ １０ 町
績

歴史文化 ２５ ２４ ２２ の
阿 南 校 阿南ひまわり会館 教養科目

Ｉ Ｃ Ｔ ２０ ２０ １９ 社

吉野川市文化 園 芸 ２５ ２６ ２５ 会
吉野川校 教養科目

研修センター Ｉ Ｃ Ｔ ３０ ３０ ２８ 福

総 合 １５ １６ １４ 祉
美 馬 校 美馬市脇町庁舎 教養科目

Ｉ Ｃ Ｔ ２０ ２０ １５ 協

牟岐町海の総合 議
牟 岐 校 教養科目 総 合 ２０ ２１ ２０

文化センター 会

上 板 町 老 人 へ
上 板 校 教養科目 総 合 ２５ ２９ ２４

福祉センター 委

東みよし町東部 歴史文化 ２０ ２０ １８ 託
東みよし校 教養科目

福祉センター Ｉ Ｃ Ｔ １５ １５ １５

計 － － ５２０ ５２８ ４８５ －

５ ○新地域貢献デビュー講座（短期講座）

(1) 介護講座 修了者数：２０名

(2) 子育て支援講座 修了者数：２０名
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【公益目的事業２】

事 業 名 シルバー大学校大学院の開講事業

高齢者が生きがいを持って生活し，地域社会の重要 事業開始年度
な担い手として活躍できる環境づくりを図るため，専

事業目的 門的で高いレベルでの学習の機会を提供し，卒業後は， 平成１６年度

社会貢献活動を推進する人材を育成する。

１ 対象者

５５歳以上の者で社会貢献活動に積極的かつ学習意欲の旺盛な者

２ 就学期間等

事 (1) 期 間 約１年間（平成29年5月12日から平成30年3月9日まで）

※防災講座は，平成29年4月7日から平成30年3月9日まで

(2) 授業日数 週１回（年間４０日 ※防災講座は年間５２日）

３ 入学金・授業料等

(1) 入学金 無料

(2) 授業料 １０，０００円（年間）

業 ※ 実習等に要する材料費，資格取得のための受験料等は，実費負担

４ 設置講座等

定 員 入学者数 卒業者数
講 座 名 主な学習場所 主 な 講 座 内 容 等

(名) (名) (名)

徳 島 県 立 総 合 ①郷土の歴史や文化
歴史文化 ②視察研修 ２５ ３０ ２４

福 祉 セ ン タ ー ③卒業論文

実 ①レクリエーション支援理論
鳴 門 ・ 大 塚 ②レクリエーション組織の経営論
スポーツパーク ③ニュースポーツの指導法・審判法

健康スポーツ ④コミュニケーションワーク ２５ ３２ ３１
(鳴門総合運動公園) ⑤レクリエーション等各種実習

※レクインストラクター等取得可

徳 島 県 立 総 合
福 祉 セ ン タ ー ①ワード，エクセル

Ｉ Ｃ Ｔ ②パワーポイント
阿 南 市 情 報 ③インターネット，メール ８０ ８２ ７８

績 (４クラス) 文 化 セ ン タ ー ④ホームページ作成

東みよし町東部
福 祉 セ ン タ ー ※シニアＩＴアドバイザー資格取得可

津波災害など各種災害，災害
防 災 徳島大学理工学部 救急，自主防災活動など １５ ２５ ２４

徳島県立防災センター
※徳島県地域防災推進員取得可

計 １４５ １６９ １５７
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【公益目的事業２】

事 業 名 高齢者の生きがいづくり活動促進等事業

シルバー大学校・大学院卒業生で構成するＯＢ会
が地域貢献活動の核として機能するよう，その取り
組みを支援する。 事業開始年度

事業目的 併せて平成２２年度に構築した「生きがいづくり
推進員」の活躍の場を創出するための仕組みを活か 平成２１年度
して，更に活躍の場を広げる。
また，「地域訪問講座」等を開催し，高齢者等の

情報交換・交流を行うことにより，同地域・同世代
の高齢者等同士の輪を築き，地域内で安心して暮ら
せる高齢者等の支え合いを支援する。

１ 内 容

(1) シルバー大学校・同大学院ＯＢ会の活動支援について

① シルバー大学校・同大学院ＯＢ会による地域貢献活動の支援

開始 平成２１年度

目的 意欲のあるシルバー大学校・同大学院卒業生の地域活動が
より一層活発に展開できる環境整備を図るため、卒業生で組
織するＯＢ会が卒業生活動の「核」として機能することを目

事 的に支援を行う。

内容 補助金

〔補助金の内容〕

〇シルバー大学校ＯＢ会（H29.4現在：会員２，８８３人）

対 象 事 業：地域貢献活動に関するもの

補 助 金 額：１事業につき上限５０，０００円

募集事業数：９事業

平成２９年度実績：おもちゃ病院運営事業
グラウンド・ゴルフによる地域者との交流事業
遍路道の美化運動ボランティア・お接待事業 など６事業

〇シルバー大学院ＯＢ会（H29.4現在：会員６０４人）

対 象 事 業：会員のスキルアップに関するもの

補 助 金 額：１事業につき上限５０，０００円

募集事業数：１０事業

平成２９年度実績：ＩＣＴ新規入会者に対してのスキルアップ研修事業
阿波十郎兵衛屋敷観光ボランティアに係る事業
ディスコンスキルアップ研修会事業 など１０事業

② シルバー大学校各校ＯＢ会間のネットワークづくりの企画等について

〇徳島県シルバー大学校各校ＯＢ会会長会議を開催し，活動報告・意見交換を
行い，ＯＢ会間の連携を深めた。

開 催 日：平成２９年７月２４日（月）

〇徳島県シルバー大学校各校ＯＢ会グラウンド・ゴルフ交流大会の開催を支援した。

開 催 日：平成２９年１１月１４日（火） 参加者数：３１２名
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(2) 生きがいづくり推進員の活動支援
① 生きがいづくり推進員の概要（平成３０年３月３１日現在）

設置 平成１７年度 （本事業による支援は平成２２年度から）

目的 培ってきた知識・技術・経験等を生かし、社会貢献活動を推

進する人材として「生きがいづくり推進員」を設置

登録者 徳島県シルバー大学校大学院卒業生、その他特に認める者

事 登録者数 ８３４人(登録者数)／１，７３１人(シルバー大学院卒業者数)

※１３２人／１５７人 第１４期卒業生(平成３０年３月卒業)

登録分野 〇歴史文化（１４６人） 〇健康スポーツ・介護（１６３人）

〇ＩＣＴ（４３６人） 〇防災（８９人）

活動支援 〇ボランティア保険への加入 〇活動旅費の支給

〇登録者証の交付 等

業 ② 平成２９年度生きがいづくり推進員活動の実績

（延べ活動回数４９０回、延べ活動人数２，０８４名）

講座 主な活動内容 延べ回数・人数

徳島県防災人材育成センター防災講座補助 ３５ 回 ３６人

防災分野 徳島県防災人材育成センター各種セミナー参画 １２ 回 ３５人

(77回・289人） 防災出前講座の実施 ３０ 回 ２１８人

歴史文化分野 阿波十郎兵衛屋敷観光ボランティアガイド １１５回 ２２２人

(142回・260人) 歩き遍路体験観光ガイド １回 ４人

シルバー大学院健康スポーツ講座のサポートスタッフ １２回 ４８人

績 健康スポーツ 児童館・小学校等でのディスコン普及 １５回 ６９人

分野 ニュースポーツ指導員 ８回 ４９人

(46回・246人) (徳島県スポーツ振興財団の要請による指導活動)

シルバー大学校ＩＣＴコースの講師 １７５回 1,048人

ＩＣＴ分野 小学校ＩＣＴボランティア 4校 9回 ７ ７人

(199回・1156人) 児童館・幼稚園等でのパソコンを利用した 4箇所 ４ ３人

お絵かきやデジタル絵本読み聞かせ 7回

その他 シルバー大学校サポートスタッフ ２５回 １２８人

(26回・133人) シルバー大学校入学式準備 １ 回 ５人

活動の具体例

※ 防災分野（地域防災推進員、防災士の資格を活用）

◯徳島県防災人材育成センターの講座の補助
⇒「家具の固定方法」「ﾛｰﾌﾟﾜｰｸ」等の講座補助

◯徳島県防災人材育成ｾﾝﾀｰの各種セミナーに参画
⇒「とくしま防災フェスタ」「こども防災まつり」等

◯防災出前講座の実施
⇒「親子防災教室」「小学校の防災教室」等

※ 歴史文化分野（研究テーマを深めボランティア等で活用）

◯阿波十郎兵衛屋敷にて観光ボランティア活動
⇒土、日、祝日を中心に展示内容などの説明を実施

◯歩き遍路体験観光ガイド
⇒県外からの遍路希望者に参拝の仕方等を含めガイド
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※ 健康スポーツ分野（レクリエーション・インストラクター、ニュースポーツ の資格を活用）

◯シルバー大学院、健康スポーツ講座でのサポータ－活動
⇒講座運営を支援

◯児童館でニュースポーツ（ディスコン）を普及
⇒徳島市内の児童館（１２箇所）を訪問

◯県スポーツ振興財団・シルバー大学院ＯＢ会主催
⇒「グランドゴルフ、ディスコン教室」に指導員として参画

※ ＩＣＴ分野（SITA(Senior IT Adviser) 1～3級の資格を活用）

◯徳島県シルバー大学校、ＩＣＴコースでの講師、補助講師
⇒８校（徳島①②、阿南、吉野川、美馬、東みよし）

◯学校ＩＣＴボランティア、地域のパソコン講座を実施
⇒県下の小学校ＩＣＴ授業を支援（４校）

◯児童館、幼稚園でのＩＣＴボランティア
⇒パソコンでのお絵描き指導、ゲーム等(４箇所）

・平成２９年度 「とくしまボランティア賞・奨励賞」を受賞

(3) 地域訪問講座「あなたのまちにシルバー大学校がやってくる」の開催について

開 催 日：平成３０年３月１日（木）

場 所：勝浦町住民福祉センター ３階ホール 参加者数：５０名

(4) 「高齢者地域パソコン講座」の開催について

阿南市(20名)，鳴門市(19名)，吉野川市(30名)及び美馬市(20名)でそれぞれ

３日間，高齢者地域パソコン講座を開講した。ＮＰＯ法人徳島いきいきボラン

ティア（徳島県シルバー大学校大学院ＯＢにより設立）へ講師派遣を委託する

ことで，生きがいづくり推進員の講師としての活用を図った。

(5) 感謝状の贈呈について

本県の明るい長寿社会づくりの推進に功労のあったシルバー大学校及び大学院の

卒業生を対象に，感謝状を贈呈。

① 生きがいづくり推進員活動功労者

様々な社会貢献活動を行う「生きがいづくり推進員」として，当協議会や市町

村等の実施事業において概ね５年以上継続して活動がある功績顕著な者

② ＯＢ会役員功労者

シルバー大学校又は大学院ＯＢ会の役員として概ね５年以上務め，かつ会長経

験のある功績顕著な者等（副会長経験者は，概ね７年以上務めた者）

③ 感謝状の被贈呈者 ３８名

生きがいづくり推進員活動功労者 ３２名

ＯＢ会役員功労者 ６名
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【公益目的事業２】

事 業 名 活き活きシニア放送講座開講事業

高齢化の更なる進行が予想される中，「元気高齢 事業開始年度
者づくり」は特に重要である。こうした中，「生き

事業目的 がいづくり」や「地域活動参加のきっかけづくり」 平成２３年度

としていただくため，通学が困難な高齢者にも，ケ
ーブルテレビを活用した「自宅で受講できる高齢者

向けの講座」を開設する。

１ 対象者

県内に在住する６０歳以上の者で学習意欲があり，ケーブルテレビで講座の視聴が

可能な者

２ 放送期間
事

平成２９年１０月１日から平成３０年３月１０日まで

３ 内容等

(1) 放送内容

高齢者の関心が高いと思われる８講座（シルバー大学校等の講座の中から選定委

業 員会により選定）を県内全域のケーブルテレビで放送

(2) 放送回数

１６回（８講座を前半・後半に分けて放送）

(3) 放送時間

１回の放送は約５０分

実 (4) 受講料

１，０００円

(5) 受講者数

７６名

(6) 講座修了者の認定

績 おおむね半分以上の講座を視聴し，講座の内容や感想等を受講手帳に記載し提出

した者に修了認定証を交付
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【公益目的事業２】

事 業 名 関西広域連合管内シルバー大学校等共同講義

関西広域連合における構成府県との結び付きを活 事業開始年度
かし，各府県のシルバー大学校等と連携を図り，在

事業目的 学生と卒業生との交流を促進することにより，高齢 平成２４年度

者が有する「知識」，「能力」の更なる向上を図る
とともに，これまでにない「県境を越えた新たな仲

間づくり」や，「新たな生きがいづくり」につなげ

ることを目的とする。

１ 関西広域連合管内におけるシルバー大学校等の関係者の参加による共同講義につい
て，平成２９年度は徳島県において開催した。

(1) 開催日
平成２９年１０月２７日（金）～２８日（土）

事

(2) 内容等

① 会議名
平成２９年度 関西広域連合管内シルバー大学校等共同講義

② 内 容
イ １日目
◎ 講義

業 ・「徳島とドイツの交流の歴史」
会場：ドイツ館，板東俘虜収容所跡地
講師：ドイツ館職員，なると観光ボランティアガイド

・「エシカル消費について」
会場：阿波観光ホテル
講師：四国大学短期大学部 加渡 いづみ 教授

◎ 体験
・「藍染め体験」
会場：藍の館

◎「サークル活動発表会」
会場：阿波観光ホテル

実
ロ ２日目
◎ 講義
・「上勝町における葉っぱビジネスについて」
会場：月ヶ谷温泉「月の宿」
講師：(株)いろどり 横石 知二 社長

(3) 参加府県

滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，徳島県
績

(4) 参加者数（１３０名）

徳島県シルバー大学校・大学院学生、ＯＢ会関係者 ７７名

徳島県外のシルバー大学校関係者 ５３名

２ 平成３０年３月には，関西圏と首都圏との交流会を実施した。
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【公益目的事業３】

事 業 名 徳島県高齢者総合相談センター運営事業

事業開始年度
高齢者等が抱える福祉，保健及び医療などに関す

事業目的 昭和６２年度
る各種の心配ごと等の相談に対応し，高齢者本人ま

たはその家族の方々の福祉の増進を図る。

１ 対象

６０歳以上の高齢者またはその家族

２ 相談の種類

相談の種類は一般相談及び専門相談（5種類）で，広範多岐にわたる高齢者等の

事 生活上の各種相談に応じた。

相談の種類 相 談 員 相 談 の 内 容 曜 日 時 間

センター 各種福祉制度をはじめ， 9:00～12:00

一 般 相 談 いろいろな心配ごと・悩 月～金曜日

相 談 員 みごとなど，高齢者の生 13:00～16:00

業 活上の全般的な相談

精神保健，自殺念慮，認

こ こ ろ 保 健 師 知症などについての相談 火・木曜日 9:00～12:00

専

財産，相続，扶養，契約

法 律 弁 護 士 金銭貸借などについての 木 曜 日 13:00～15:00

実 相談

門

病気，治療上の悩み，病 第１・第３

内 科 医 療 医 師 気予防などについての相 14:00～16:00

談 火 曜 日

相

健康・介護 健康,介護,福祉用具・介 第２・第４

看 護 師 護用品,高齢者虐待など 13:00～16:00

積 ・虐待 についての相談 水 曜 日

談

所得，相続，贈与など， 第３

税 金 税 理 士 各種税金についての相談 13:00～16:00

水 曜 日

（注）専門相談のうち，法律相談は予約制，その他の相談は予約不要。
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３ 相談の状況

(1) 相談者の状況 (2) 相談内容

区 分 合 計 構成比 区 分 合 計 構成比

男 １６６ 25.5％ 相 来 所 ６８ 10.4％
性

事 女 ４８５ 74.5％ 談 電 話 ５８２ 89.4％
別

計 ６５１ 100 ％ 方 文 書 ０ 0.0％

59歳以下 ７０ 10.8％ 法 電子メール １ 0.2％

年 60～69歳 ２７３ 41.9％ 受付 一般相談 ４９６ 76.2％

70～79歳 １４５ 22.3％ 状況 専門相談 １５５ 23.8％

業 齢 80歳以上 １４７ 22.6％ こ こ ろ ７５ 48.4％
専

不 詳 １６ 2.5％ 門 法 律 ４１ 26.5％
相
談 内科医療 ２２ 14.2％
の
内 健康・介護・虐待 ７ 4.5％
訳

税 金 １０ 6.5％

実

(3) 月別相談件数

区 分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計

日 数 20 20 22 20 22 20 21 20 20 19 19 21 244

延べ件数 87 69 58 44 61 52 41 37 47 42 45 68 651

積

４ 情報の収集

県内外から高齢者に関する各種資料・情報を収集した。

(1) 県外からの情報収集

（一財）長寿社会開発センター，（社福）全国社会福祉協議会，他県等関係機関

から，刊行物や各種資料の提供を受けた。

(2) 県内からの情報収集

県，市町村，福祉・保健関係機関等から，各種資料収集を行った。
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５ 関係機関との連携

関係機関等と緊密な連携を図り，相談業務の円滑な推進に努めた。

〔連携機関〕

消費者情報センター，保健所，福祉事務所，市町村，社会福祉協議会，地域包括支援

事 センター，フレアとくしま，警察総合相談センター，法テラス徳島，自殺予防協会，

認知症の人と家族の会等,県民相談に係る関係機関

６ 広報活動の推進

広報活動を推進し広く高齢者等に当相談事業（シルバー１１０番）の周知を図った。

業 (1) 専門相談案内の新聞広報

徳島新聞・情報とくしまの「掲示板」欄に専門相談の案内が掲載された。

また，朝日新聞，毎日新聞，読売新聞の各紙や徳島県老人クラブ連合会が発行し

ている「徳島老友新聞」に相談日程等が掲載された。

(2) 情報誌「いのち輝く」への相談日程等掲載

実 当協議会が発行している豊かな長寿社会を考える情報誌「いのち輝く」に，相談

日程等を掲載した。

(3) インターネットによる広報

当協議会のホームページに相談日程等を掲載した。

(4) リーフレットの作成配布

積 Ａ４版リーフレットを１０，０００部作成し，関係機関・関係団体に配布した。

(5) その他

徳島県立総合福祉センターで開催されている各種講座，研修会等において,参加

者にリーフレットを配布し，当相談事業（シルバー１１０番）の周知に努めた。


